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参考資料

関連サイト

写真 近現代建築物

　宗谷遺産アーカイブ　

いずみのふくろま https://maps.app.goo.gl/1eJ4WCg4oCZocs2aA

泉の袋澗 利尻郡利尻富士町鴛泊字栄町（海浜地）

上段：現在の袋澗 利尻富士町

下段左：築造時の袋澗 鴛泊フェリーターミナルから徒歩10分

下段右：袋澗等工事書類 間知石練積み工法

（写真・書類：吉田満氏所蔵） 堤体の総延長67ｍ

大正時代

未指定（北海道遺産の象徴遺産群）

https://rishiriecomuseum.wixsite.com/rishiriisland/toppage

袋澗とは、波よけ用に石積み（堤体）で囲った小さな船だまりを指しま
す。漁獲したニシンを時化で失わないよう袋網に小分けして一時保管す
るためのもので、かつて島内に30カ所ほど分布していました。ここは明
治初期に、柳谷三平が開き、つづいて吉田松太郎（ヤマカ漁場）、そして
泉八三郎に受け継がれたことから、通称「泉の袋澗」と呼ばれています。
堤体は、大正5（1916）年に築造され、間知石という四角錐形の石材を
積み上げ、すき間にセメントや砂利が充填されています。今もなお現役で
使用されている生きた文化遺産です。

通年見学可能、説明看板あり

山谷文人2008「利尻島鴛泊における袋澗の測量調査」『利尻研究』27号pp.33-39


